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工
藤
議
員

　

平
沢
町
政
発
足
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
。
本
町
で
は
「
第
３
次
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
事
業
を
進
め

て
い
る
一
方
、
平
沢
町
長
は
選
挙

期
間
中
に
「
８
つ
の
挑
戦
」
を
掲

げ
、
公
約
実
現
を
町
民
に
示
し
て

き
た
。
来
年
度
予
算
で
は
公
約
の

実
現
に
向
け
た
予
算
措
置
が
見
込

ま
れ
る
が
、
来
年
度
に
優
先
し
て

取
り
組
む
公
約
は
何
か
伺
う
。

　

副
町
長

　

就
任
か
ら
１
年
、
人
口
減
少
や

少
子
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
再
認

識
し
、
公
約
の
８
つ
の
挑
戦
を
ど

う
具
現
化
す
る
か
議
論
と
調
整
を

重
ね
て
き
た
。

　

ま
ず
、
「
子
ど
も
中
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、
本
年
７
月
に
保

育
園
等
の
主
食
費
無
償
化
を
実
現

し
た
。
さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
小
・
中
・
高

校
等
の
入
学
時
に
１
人
10
万
円
を

交
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

と
し
、
来
年
４
月
の
入
学
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
、
本
定
例
会
の
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
移
住
・
定
住
促
進
」

で
は
、
お
試
し
移
住
用
住
宅
の
取

得
を
９
月
議
会
で
議
決
い
た
だ
き
、

令
和
８
年
度
に
改
修
工
事
を
行
い
、

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
た
い

問答

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
業
振
興
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
、
防
災
な
ど
の
分
野
で

も
地
域
課
題
に
応
じ
た
施
策
を
進

め
、
公
約
実
現
に
努
め
て
い
く
。

『『
就
業
環
境
の
整
備
と

　
　
　
　
　
　
生
産
性
向
上
』

　

工
藤
議
員

　

人
口
減
少
に
伴
う
地
域
経
済
の

衰
退
が
進
み
、
働
く
場
の
選
択
肢

の
不
足
や
人
材
確
保
の
困
難
な
ど

が
産
業
全
体
の
活
力
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
平
沢
町
長
が
掲
げ
る

「
８
つ
の
挑
戦
」
の
一
つ
『
各
産

業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
に

挑
戦
』
の
具
体
的
な
構
想
や
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

副
町
長

　

人
口
減
少
と
働
き
手
不
足
は
当

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、「
各
産

業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
に
は
、
就
業
環
境
の
整

備
と
生
産
性
向
上
が
不
可
欠
と
認

識
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
第
一
次
産
業
で
は
、
農

業
・
林
業
・
水
産
業
い
ず
れ
も
高

人
口
減
少
化
に
お
け
る
産
業
振
興

「
各
産
業
が
元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
」の

具
体
的
な
構
想
や
方
向

性
は

問答

問
答

来年度、
優先して取り組む公約は

平沢町政1年の総括と公約実現

「子ども中心のまちづくり」、
　「移住・定住促進」

工
く ど う

藤　博
ひろとし

利議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

町長欠席で、本意を聞
けなくて残念。
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齢
化
と
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
あ

る
。

　

農
業
で
は
、
風
合
瀬
地
区
の
基

盤
整
備
事
業
が
進
み
、
若
い
担
い

手
の
就
農
と
生
産
性
向
上
に
寄
与

し
て
い
る
た
め
、
他
地
区
へ
の
事

業
拡
大
に
向
け
て
国
・
県
へ
の
働

き
か
け
を
強
め
る
。
ま
た
、
就
農

希
望
者
を
支
え
る
深
浦
町
農
業
師

弟
制
度
の
創
設
を
進
め
る
。

　

林
業
で
は
、
町
有
林
・
民
有
林

が
伐
採
適
齢
期
を
迎
え
て
お
り
、

起
業
支
援
や
担
い
手
確
保
、
森
林

整
備
を
強
化
す
る
来
年
度
は
専
門

人
材
を
誘
致
し
、
林
業
を
軸
と
し

た
地
域
振
興
を
図
る
。

　

水
産
業
で
は
、
不
漁
と
規
制
強

化
の
状
況
を
踏
ま
え
、
試
験
養
殖

に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
整
え

る
。
ま
た
、
大
間
越
漁
協
と
深
浦

漁
協
の
合
併
を
、
将
来
の
担
い
手

確
保
に
つ
な
が
る
重
要
な
動
き
と

し
て
支
援
し
、
他
漁
協
に
も
合
併

機
運
の
醸
成
を
働
き
か
け
る
。

　

観
光
業
で
は
、
と
り
わ
け
働
き

手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
外
国
人

技
能
実
習
生
受
け
入
れ
の
広
が
り

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
セ
ル
フ

レ
ジ
な
ど
省
力
化
機
器
の
導
入
支

援
や
、※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
役
割
分
担
に

よ
る
情
報
発
信
業
務
の
効
率
化
を

進
め
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
予
約
シ

ス
テ
ム
の
統
合
を
図
り
、
限
ら
れ

た
人
員
で
も
持
続
的
に
観
光
産
業

を
維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
。

　

地
域
資
源
と
新
技
術
を
生
か
し
、

「
各
産
業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略
策
定
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
な

ど
を
一
体
的
に
行
う
観
光
地
域
づ
く
り
の
司

令
塔
と
な
る
法
人

『
施
設
ご
と
に
利
活
用
を

検
討
し
協
議
・
交
渉
す
る
』

　

工
藤
議
員

　

旧
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
の
レ
ス
ト
ラ

ン
は
解
体
を
中
止
し
再
利
用
を
検

討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、

長
期
間
の
空
き
家
状
態
で
内
部
の

傷
み
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

改
修
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
は
現

実
的
に
可
能
な
の
か
、
ま
た
改
修

に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
見
通
し
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　

副
町
長

　

旧
レ
ス
ト
ラ
ン
は
令
和
２
年
10

月
末
で
閉
鎖
し
て
い
る
。
当
初
は

エ
リ
ア
全
体
の
再
開
を
想
定
し
て

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ
た
が
、

不
成
立
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
は

施
設
ご
と
に
利
活
用
を
検
討
し
、

関
心
を
示
す
事
業
者
と
協
議
・
交

渉
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
譲
渡
・
貸
付
・
改
修
・
運
営

な
ど
必
要
条
件
を
整
理
し
、
地
域

振
興
や
産
業
へ
の
波
及
、
賑
わ
い

旧
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
レ
ス
ト
ラ
ン

再
利
用
は
可
能
か
、

見
通
し
は

問答

創
出
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
効
果

を
総
合
的
に
調
査
し
な
が
ら
、
再

開
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
…
企
画
競
争
方
式
と
呼
ば
れ

る
入
札
形
式
の
１
つ

『
既
に
作
成
済
み
、速
や
か
に

運
用
を
開
始
す
る
』

　

工
藤
議
員

　

９
月
か
ら
市
町
村
長
の
判
断
で

銃
器
に
よ
る
捕
獲
を
可
能
と
す
る

緊
急
銃
猟
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

当
町
で
も
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、

町
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

人
的
被
害
は
な
い
も
の
の
、
緊
急

銃
猟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
急
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
関

す
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

　

副
町
長

　

今
年
の
ク
マ
出
没
は
災
害
的
な

異
常
事
態
で
あ
り
、
町
と
し
て
人

身
被
害
の
防
止
に
最
大
限
取
り
組

ん
で
い
る
。
緊
急
銃
猟
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
既
に
作
成
済
み
で
、
関

係
者
と
内
容
を
共
有
し
た
う
え
で

緊
急
銃
猟
制
度

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
早
急
な
整

備
と
策
定
、
町
の
考
え
は

問答

わが町のここが聞きたい

速
や
か
に
運
用
を
開
始
す
る
。

　

環
境
省
に
よ
れ
ば
、
制
度
施
行

後
の
発
砲
事
例
は
11
月
20
日
現
在

で
全
国
32
件
で
あ
る
。
報
道
の
影

響
で
誤
解
が
広
が
り
や
す
い
が
、

緊
急
銃
猟
は
次
の
４
条
件
を
全
て

満
た
す
場
合
に
限
ら
れ
る
。

１
．
ク
マ
が
生
活
圏
に
侵
入
、
ま

た
は
侵
入
の
お
そ
れ
が
大
き

い
。

２
．
人
へ
の
危
害
防
止
の
た
め
緊

急
措
置
が
必
要
。

３
．
猟
銃
以
外
の
方
法
が
困
難
。

４
．
住
民
や
観
光
客
へ
の
危
険
が

な
い
。

　

町
と
し
て
は
、
不
測
の
事
態
に

備
え
、
平
時
か
ら
連
携
体
制
を
整

え
、
安
全
か
つ
適
法
に
制
度
を
運

用
し
て
い
く
。


